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( ) 与 式 = 1 - ( - 3)
恣

( 2 ) よ 式 = 5 × (- t )

恐
- 12 ab × 9 az

( 3) 与 式 =

6ab

= - 18am

( 4 ) 5 式 = 7 + 3 √万 -2 万 - 6 -

= 1 -次
～

2
.

式 を 整理 すると

xz - 5 x - 14 = - 9 x - 13

x
+

4 x- 1 = 0

x
+

4 x- 1 は 因数分解 できないので 解 の

公式 より

- 4 ±√42
-
4 × 1 × ( - 1 )

)C =

2

=



- 4 ± 2√5
=

2

= -2
±

3
.

x
2
- 2xyty

=

( x- y )
2

x = 23
.

y = 18 を 代入 して
( 23 . 18 )

=

= 52

=

4
.

:

言
l

① 山形市 の 中央値 : 19 ～ 20 c

酒田市 の 中央値 : 16 ～ 17c

よって 山形市 の 中央値 の 方 が 大 きい ⇒ 正 しい

② 四分位範囲 が最 も 大 きいのは 山形市である。

よって 誤 り

③ 酒田市 の 21c 以上 は 箱 ひげ 国 の
「 ひげ

」
部分

である 。

「 ひげ」 部分 の 具体的 なデ ー タは 分 から
ない 。



したがて , 2 IC 以上 の 日数 がも 。
とも 少 ない

市 は 分 からない ⇒ 誤 り

以上 より ①①
.
② X

,
③ 人 ⇒王

5
.

イの 立 面 は 以下 の 通り

⇒

よってイが 誤 り
～

回
1

.

ロ ABCD は 正方形 なので

( い ) 点 A の Y 座標 = 点 B α Y座標
よ , て

,

A ( 3
.

2 )

点 A は Y = x のグラフェに
…

2 あるので

語 2 =⇒ a～



( 2 )
⑦ Y = bx のグラフが DABCD

の 辺 上 の 点 を 通 る

}
の 間 の …

。
⇒ Y = bx が 点 D を 通 る傾 きであれば

⑨良 い とき 傾 きが最大 ⑦

妾 Y = bx が 点 B を 通 る
とき

,
傾 きが最小 ⑨

となる
。

。 Y = bx が 点 D を 通るとき
DI ) より 6 -30 3 b ⇒ b = 2

m

, Y = bx が 点 B を 通 るとき

B ( 7 . 2 ) より 2= 7 b⇒
よて b の 範囲 は P ≡D

2
.

純さん A から 玉 を 取 り 出 す 方法
は 3通 り

B から 玉 を 取 り 出 す 方法
は 3通 り

よ
。 て

玉
の 取 り 出 し 方 は 全部で 3 × 3 = 9 通 りり



A から 白玉 を 取 り 出 す 方法 は 2通 り

B から 白玉 を取 り 出 す 方法 は 1 通り

よって 、 白玉 の 取 り 出し 方 は 2 × 1 = 2 通
り

以 上 より 純 さんが 2個 とも 白玉 を 取 り 出 す確率は

2 .

反子 = ん A から 玉 を 取 り 出 す 方法
は 通 り2

B から 玉 を 取 り 出 す 方法
は 通 り4

よって 玉 の 取 り 出 し 方 は 全部 で × = 通 り2 4 8

A から 白玉 を 取 り 出 す 方 法 は 通 り1

B から 白王 、を 取 り 出 す 方 法
は

通り2

よって 白王 、 の 取 り 出し 方
は

= 2 通 り1 × 2

以 上 よりさんが 2個 とも 白玉 を 取 り 出 す確率は友子

2 = 山
= ,f 出 ⑪ よりなのでく 出

したがって、な 子 I んの 方 が 純 んより

白玉 、 を 取 り 出
す確率 が 大 きい ⇒.



3
.

( ) 1 に 次方 程式 の 場合
商品 A を x箱作 たとする

。

商品 A
,

B
,
C を 合 わせて 40箱作 り

,
商品 A が

x箱 . 商品 C が 10 箱 なので 商品 B
は

40 - x - 10 箱
となる

また 。 表 よりド ー ナツの 使
た 個数 は

8
x
t O × ( 40 - x - 10 ) 「 12 × 10

= 8 x + 120 個

クッキ ー の 使 った 個数 は
Ox + 12 × ( 40 - x - 10 ) ← 15 × 10

= 12 × ( 40 - x - ( 0 ) T 15 × 10

ド ー ナツの 方 がクッキより 50 個 少 ないので
8x t 1 20 = 12 ( 40 - x - 10 ) t 15 × 10 -mmmmmw

連立方程式 の 場合
商品 A を x個

,
商品 B を 2 個 とする

。

商品 A ,
B

.

C を 合 わせて 40個作 り 商品 C は

10 箱 なので
x ty t 10 = 40

また 表 よりド ー ナツの 使
った 個数

は

8 x t Of + 12 × 10

= 8 x t 12 × 10



クッキ ー の 使 った 個数 は

Ox + 12 は t 15 × 10

=
, 2 y t 15 × 10

ド ー ナツの 方 がクッキより 50 個 少 ないので
8x t 12 × 10 = 12 Y t 15 × 10 - 50

よて

{ x ty τ IO = 40

8x t 12 × 10 = 12 は t 15 × 10
- 5 ～

～

( 2 )

1 次方程式 を 解 くと

8 x t 120 = 480 - 12 x - 120 + 150 - 50

20 x = 340

x = 17

よってド ー ナツは

8 × 17 t 1 2 × 10 = 136 + 120

= 256 個
～～～

連立方程式 を 解 くと

x ty= 30 ー の ①{ 8x - 12 y = -20 - ②
② ÷ 4 より

2 x -

3 y = - 5 - ③

①× 3 + ③ より



3 x t 3 y = 90 商品 B にはド ー 「 ツが

2x - 3 y =* 5 使用 されていないので
5x = 85 商品 B の 箱数 ( Y ) は

x = 1
い7 求 めなくて 良 い

よて 、 ド ー ナツは

8 × 17 t 12 × 10 = 136 t 120

= 256 個
～～

p

屮 ) 円周角

t
い

学
* 円周角 = 土中心角
を利用

① ∠ BCD の = 等分線 を 作国
② 点 A を 中 心 として ABAD が 半径 となる 円

を 作囲
③ ①

,
② の 交 点 が 点 P
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ノ ⇒直角=等辺三角形
9

ロ ABCD は 等脚台形 のため各辺 は 上国 の

ようになる
。

1
.

( い )

P S A D
i i

1

⑤ 2妾 i : !
!④

c
) 450 ーい

\ ノ

Q B 2 R

D SBRA は 正方形 で SR , AB は 対角線
⇒ 交 点 は 対角線 の 中点
よて 重 なでる 部分 の 面積 はは

Y =±× 2 × 1 = 1

(2 )

O ≤ x ≡ 4 のとき

1

ー \

:

∴
… …

4

2 議 ! 2:
2
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国 はり S と A の 間 の 長 さは 4cm であ
DPQRS が 右方 向 に xcm 進 んだとき

、

S と A の 間 の 長 さは 4 - x cm となる

AB と SR の 交 点 を O とする 。

OOA S C O OB R について

SA 11 BR より 錯角 が 等 しので
L OAS = LOBR - ①

∠ OSA = LOR B - ②

①
,
② より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しいの
OOA SS L OBR

相 似比 は SA : BR = 4 - x : x
.

よって 底辺 を BR としたときの OOBR の 高 さは

2 ×

x
- 4

-x
Ix

.

(参考 )

ー
4x

$ Aノ

③ ⑦ : ⑨ = 4 - x . x
0 ⇒

2 cm⑨ GOBR の 高 さは

し
ーB

x
ノ R

2 × ⑦⑩⑨= 2 ×

4 -xix

(



よ , て , OOBR ( 重 なってる 部分 ) の 面積 はは

Y = Ixx × 1 x

= # ④xz
～～ ( ア )

4 ≡ x ≤ イのとき
p A S ロ

:

1

) 450
議

) 45
"

(450 ;
(450

Q B R C

重 なっている 部分 は 台形 ABR S となる

この 状態 は 2 つの 台形 PQRS と 台形 ABCD が

完全 に 重 なるまで 続 くく

点 A と 点 S が 重 なた 状態 は 国 しの 状態
から 4 cm 動 いている

。
2 つの 台形 PQRS と 台形

ABCD が 完全 に 重 なるには 点 β が 点 D まで

動 けば 良 く AD = 5 cm なので 国 いの 状態 から

4 + 5 = 9 cm
動 けば 良 い

。

したがて 求 める x の 変域 は

4 ≤ x ≡ 9
m (イ )



9 ≤ x ≤ 14 のとき
5

A ロー D Acms
ー

ー
i1 ノ

x+14
1

) 450
妾

) 450
議 言 ;

(450

B
(45c …

2 RQ 2
- x + 14

重 な , てる 部分 は 台形 PQCD となる

x = 9 のとき 点 D と 点 S が 重 なってる 。

この 状態 から 更 に acm だけ 進 んだとする C
、

( DS = acm )
.

国 いの 状態 からでは at 9mmmmm
進 んだことになる

。

⇒ xcm進む

したがって

x = at 9 ⇒ a = x - 9cmmmmmm

PS = 5 cm なので

PD = 5 - (x - 9 )

= - x + 14 cm

よって
、
台形 PQCD の 面積 はは

と = { ( - x + 14 ) + ( 2 + -x + 14 ) + 2 ) } × 2 × 王
= - 2 x + 3
～
の
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重 なていない 部分 ( □ SRCD ) の 面積 は
台形 ABCD - Y

= ( 5 + 9 ) × 2 × 1 - y

= 14 - は

よて 重 なてる部分 の 面積 が 重 なでない

部分 の 2 倍 となるのはは

y = 2 ( 14 - y )
～～～

3 y = 28 y = ③8 [= 9
.

33 … )

8

⑩

⑦ 産 ⑤

⑪

② ③

彡 妾



3 に y = ③8 の 直線 を引 くと
,
交点 は ② のグラフと

③ のグラつに 生 じる
。

最 も 小 さい x を 求 めるので ② のグラフに

y = 8 を 代入すれば良 い 。よて

B
8

= 2 x - 4

28 = 6 x - 12

6 x = 40

∴
4

.
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LAGC と OCED に

90
'

- .
。 おいて

仮定 より

AC = CD - ①

え AC / ED で 同位角 は
^

っ (
⑦ 等 しから

い C
90
'
- A

∠ ACG = ∠ EDB = 90 ー②

② より

< CDE = 900



よって

LACG = LCDE 一 ③

OAFC は LA FC = 90
の

直角 三 角形 なので 、
LCAG = 90- LACF ー ④
また

LDCE = LACG LACF

= 900 - LACF ー ⑤

④
.
⑤ より

L CAG = LDCE ー ⑥

①
. ③ .

⑥ より 1 組 の 辺 とその 間 の 角 がそれぞれ
等 しいので

OAGC ≡ OCED (証明終わり )

2
.

( 1 )

L . より LAGC ≡ 0 CED

. なので 対応 する辺 の

長 さは 等 しから
10

CA = DC = 10 cm
～

ー→5
1 よって

ー 15～ BD = BC - DC

= 15 - 1 0

= 5 cm



OBDE と O B CA において

EDIAC より 同位角 が 等 しので
< BDE = LBCA ー①
∠ BED =∠ BAC ー②

①
.
② より 2組の 角 がそれぞれ 等 しので
O BDE CS OBCA

対応 する 辺 の 比 は 等 しから
ED : AC = BD :B写 ～

15

= 1 : 3

:∴ 3 ED =10 ⇒ ED =⑤omm
～

(2 )

A

… … H … … のHF

C
.

O AFC を 直線 AC を 軸 として 回転 させると
、

国 のように 円 すいが 2 つ 合 わさた 立体 となる
。

F から A C に 垂線 を 下 ろした 点 を H とする
。

⇒ 底面 の 円 の 半径 は FH となる



OAFC C OCDE において
、いい ⑥より

10 LCAF = LECD ー①

また

受
…

^
∠ AFC = LCDE = 900

ー ②

①
,
② より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しので
OAFCS O CDE

: : で OCD E で 三 平方 の 定理 より

E ( !√
=撃 cm

よって ,相似比 は

EC : AC = TO : 10

= 10O : 30

= O : 3

O CDE の 面積 は

I × 10 × ⑤= 50 cm
:

であり 相似 な 三 角形 の 面積 比 は 相似比 の

2 乗 に 等 しいの



OCDE . OAFC = L) -
～

550
: . IO LAFC = 1 50

OAFC = 15 cm
2

OAFC において 底辺を AC

↓ とすると 高 さは FH なので

1015
m

= I × 10 × FH = 15

。 )5 cm
… … Hー

3
、

FH = 3 cm
50

疋
10

.

A
よって 求 める 体積 は

3 × 3 ×π× AH 4$ t 3 × 3 ×π× CH ×
= 3 π AH + 3 π CH

… … のHF -3 = 3 π ( AH TCH )
→
Ac

C
.

= 3 π × 10

= 30 πcmmm


